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スペースウェザークラブ
「秋の学校」2015 案内書

NASA・JAXAでの無重力テストについて

主催： JAXA宇宙航空研究開発機構

一般社団法人スペースウェザー協会

後援：九州大学（国際宇宙天気科学・教育センター）、星槎グループ、

学校法人国際学園星槎大学

スペースウェザー協会事務局：星槎湘南大磯キャンパス内
〒259-0111 神奈川県中郡大磯町国府本郷1805-2 

(TEL) 0463-71-6046   (Fax) 0463-60-3507 担当：山西、三橋、上泉
2015年10月

JAXA宇宙航空研究開発機構 コズミックカレッジ
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内容

 開催日時：2015年11月21日（土）午前10時から午後4時

 開催場所：星槎グループ湘南大磯キャンパス
（大磯駅から送迎バス利用または直接来校）

– 送迎バス利用の場合：大磯駅前午前9時30分出発お車で直接来校の場合：別紙地図
参照。開始10分前にご集合ください

 募集定員：30名（先着順とし、定員になり次第締め切りとさせていただき、
定員達成後ご参加いただけない場合はお電話にてご連絡いたします）

 対象生徒：小中学生（原則）
 参加費 ：無料
 持参品 ：炭酸飲料用1.5リットル空きペットボトル1本

日よけ用帽子等（ロケット打上げを屋外にて行なうため）
 昼食 ：キャンパス内食堂利用（有料、個人負担、500円前後）

またはお弁当持参
 飲み物（熱中症対策）：各自飲み物を持参または校内自販機にて購入



3



4

授業内容
 講師・助手：スペースウェザー協会理事、運営委員

 宇宙に関する授業：
– NASA・JAXAでの無重力テストについての話し

講師：中島 功 (東海大学医学部教授)

 工作・実験
– ペットボトルロケットの製作、打ち上げ

講師：三橋 国嶺、上泉 義朗（スペースウェザー協会）
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申込方法

Fax：専用申込用紙を送付
– Fax番号：0463-60-3507

電話：必要事項（Fax申込書の内容）

を連絡
– 電話番号：0463-71-6046

E-mail：必要事項（Fax申込書の内容）を送付
– メールアドレス: jswc_kaiin@spaceweather.or.jp

定員に達成した場合は、ご参加できない場合があり

ます。その場合はお電話にてご連絡いたします。
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Fax No.: 0463-60-3507　スペースウェザークラブ事務局宛 2015年10月

開催場所　：　星槎湘南大磯キャンパス　神奈川県中郡大磯町国府本郷1805-2

大磯駅から送迎バス（午前9時30分出発）があります。（バス乗車希望者は参加者名の欄、右端に○を記入お願いいたします。

参加費　　：　無料

申込先 　   ：　スペースウェザークラブ事務局 あてFax、電話、Eメール。

　　　　          電話：0463-71-6046　Fax：0463-60-3507　メールアドレス: jswc_kaiin@spaceweather.or.jp

問合せ先    ：　 一般社団法人スペースウェザー協会（星槎グループ内）電話：0463-71-6046 担当：山西、三橋、上泉

募集人数30名になり次第締め切りとさせていただきます。定員に達成し、ご参加いただけない場合は、お電話にてご連絡いたします

食堂利用（有料、個人負担）の場合は参加者名の食堂利用欄に○、お弁当持参の場合は×を記入お願いいたします。

申込みは、原則としておひとり（一家族）一枚でお願いいたします

当個人情報は、本申込みに関するご連絡以外には使用いたしません。また個人情報保護に関する法令等を遵守いたします。

秋の学校参加者

フリガナ
氏名

学年 生年月日 住所 電話（保護者） メール 学校名 食堂利用 送迎バス

 11/21（土）  スペースウェザークラブ　秋の学校2015申込書

「アメリカNASA無重力テスト」について

（電話は日中でもご連絡できる保護者の方の電話番号をご記入ください。参加者氏名・フリガナ・生年月日は保険加入のため必要になります。）
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今から40年前、横浜は鶴ヶ峰駅を出発した星槎号は、北から南まで子供達のために日夜走りつづけています。
創設の想い

1972年、私は私立高校の教員をしながら塾を始めました。
当時、学校は学校、塾は塾。教育現場も行政もすべてが縦割り。また大人の勝手な都合で、あらゆる場面で差別が行われ、
そこには主役であるはずの子どもの姿が見えない。だから「学校らしくない学校」を創ろうと決めていました。
1985年宮澤学園（現 星槎学園）がスタート。生徒の中には、不登校の子・身体にハンディキャップのある子・自閉的な子・
LD (学習障害）の子もいます。でも、そこにはイジメもなく差別もなく、お互いがお互いの得意不得意を理解し、助け合って
います。英語とか数学とか、教科は一つの道具。学校は思想の伝達の場所。そのために私たちはたくさんの引き出しを持って
、子どもたちと向き合っています。
「公平」という名の画一的な教育はナンセンスです。子どもの数だけ個性が存在するのです。私たちは、行政が見落として
いる（もしかしたら見て見ぬふりをしている）場面に、子どもたちの居場所を創り続けていきます。

創設者 宮澤 保夫
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一般社団法人スペースウェザー協会について

1. 事務所所在地：〒259-0111 神奈川県中郡大磯町国府本郷１８０５－２
星槎湘南大磯キャンパス内

2. 団体代表者：代表理事 大家寛（東北大学大学院理学研究科名誉教授）
3. 法人格：一般社団法人（非営利型）
4. 設立時期：2010年4月1日
5. 設立目的と活動内容：

定款上の目的としましては以下の通りです。
“宙空環境変動（以下スペースウェザーと言う）の研究・啓発及び普及、また

教育活動を通して「宇宙の大衆化」に貢献し、以って広く公共の利益に資するこ
とを目的とする。”
宇宙や太陽、地球および宇宙天気についての関心を高め、ひいては地球環境保全
への意識を持てるような啓蒙をすることを目的としています。
当協会の設立母体であるふたつの大学、九州大学（福岡市）と星槎大学（大磯

町）の拠点地域を中心として地域の小中学生や住民への宇宙に関連する公開授業
、講演会等を開催。また下部組織としての「スペースウェザークラブ」へのクラ
ブ員を集め、クラブ員への宇宙天気に関する情報提供をWebページと会報にて行
なっています。


